
学部・学科・課程等及び研究科・専攻ごとの教育研究上の目的 
 
○ 皇學館大学学則 
 

第３条の２ 各学部各学科の目的は、次のとおりとする。 

 

学部 教育研究上の目的 

文学部 

本学部は、日本文化を精確に究明し、これを継承・発展させるとともに広く世界に

発信し、同時に、将来を展望する見識と生涯にわたって学び続ける姿勢を有し、現

代社会の諸課題にも積極的に対処しようとする自立した人材を育成する。 

学科 教育研究上の目的 

神道学科 

日本人が守り伝えた民族固有の信仰であり日本文化の根

源である神道を、祭祀学・古典研究・神道史学・神道思

想・宗教学などの分野を通して教育・研究するとともに、

将来、現代社会の諸課題に真摯に対応できる神職をはじ

め、各界において指導的な役割を果たす人材を育成する。 

国文学科 

日本文化の中核を成す国語と国文学を教育・研究するこ

とにより、豊かな感受性、柔軟な思考力、的確な表現力

を身につけ、日本文化の担い手としての自覚を有しつつ、

現代社会の諸課題にも積極的に対処し得る自立した人材

を育成する。 

国史学科 

日本の歴史と伝統に根ざした祖国愛の精神を基軸とし、

史料主義・原典主義にたち、バランスのとれた中正な歴

史認識を確立することによって、多様な現代社会を、日

本人として冷静に読み解き、将来を展望する見識ある人

材を育成する。 

コミュニケーション 
学科 

「英語｣、「心理学｣、「情報学」の３分野の教育・研究を

通じて、日本の文化や社会を広く発信し、英語教育や国

際的なビジネス、こころと行動のメカニズムの解明、情

報社会に貢献できる人材を育成する。 

教育学部 教育学科 

日本の伝統と文化に根ざした豊かな人間性を備え、教育

諸科学に係る専門的知識や技能を活用して、現代の教育

課題の解決に向けて実践的に即応する能力を有する人材

を育成する。 

現代日本社会 
学部 

現代日本社会 
学科 

「経営革新」「地域創生」「福祉展開」という３コースの

教育を通じ 

て、現代日本の各領域においてリーダーとして貢献でき

る人材を養成する。その人材像を具体的に言えば、諸課

題に対して、確固とした倫理観に基づいて、主体的に、

現代日本の特徴を理解し、洞察力、コミュニケーション

力、実践力、応用力を駆使して、創造的に対処できる幅

広い職業人である。 

 



○ 皇學館大学大学院学則 
 

第４条 本大学院に、次の表に掲げるとおり研究科、専攻及び課程を置き、専攻ごとに教育研究上の

目的を定める 

 

研究科 教育研究上の目的 

文学研究科 

わが国の歴史と伝統に基づく文化を究明することを目的とする。その教育研究上

の目的を達成するために、神道学専攻・国文学専攻・国史学専攻を置き、次に述

べるような人材を育成する。 

専攻 教育研究上の目的 課程 

神道学専攻 

神道精神を身につけ、日本文化の歴史と伝統

を研究することにより、神道に関わる深い造

詣を有する神職及び広い視野から神道を研究

する能力を有する人材を育成する｡ 

博士課程 国文学専攻 

国語や国文学の文献・現象を適切かつ深く解

釈する能力と、広い視野から独自の問題を見

出してその研究を行う能力を有する人材を育

成する｡ 

国史学専攻 

国史に関する史資料の正確な読解能力を鍛え

るとともに、中正な歴史観の養成を通して、

高度な研究能力と、深い歴史的洞察力を有す

る人材を育成する｡ 

教育学専攻 教育学専攻 

広い視野に立って教育諸科学の専門的知識を

授け、教育学分野における研究能力を培い、

また教育分野における高度な専門性が求めら

れる職業を担うための専門的実践力を培うこ

とを目的とする｡ 

具体的には、⑴高度職業人としての教員の養

成、⑵実践的な教育研究者の養成、⑶指導的

教員の養成をめざす｡ 

修士課程 

 

２ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性

を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする｡ 

３ 博士課程は、専攻分野について研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力及

びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする｡ 

４ 博士課程の標準修業年限は、５年とする｡ 

５ 修士課程の標準修業年限は、２年とする｡ 

６ 博士課程は、これを前期２年及び後期３年の課程に区分し、前期２年の課程は、これを修士課程

として取り扱うものとする｡ 


